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初めての USM36！ 
実技試験・日常探傷をクリア 

するための全手順！ 
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1. USM36 でまず最初に知っておくべきこと 
1.1 USM36 フロントパネル各部の名称 

 

1 左ロータリーノブ（ゲイン調整） 
 
2 選択／確定キー  
 
3 右ロータリーノブ 
   機能グループまたは機能の選択 

 選択された機能設定値の変更 

 
4 フリーズキー  
 
5 機能選択キー ~  
 
6 ホームキー  
 

7 電源キー  
 

1.2 USM36 固有の仕様（非常に注意が必要で重要です！） 
1. 右ロータリーノブは、機能を選択している場合や選択キーで機能設定値にカーソルがある場合などでそ

れぞれ動作が異なります。USM36 に慣れるまで注意が必要です。 
2. 設定 3 で F#KEY を機能キー動作に設定変更しないとゲイン調整のステップ変更が出来ません 
3. LMH 線用の DAC ポイントの入力値が残っている場合には音速、受信周波数、表示波形など多くの機能でそ

の設定を変更出来ません。斜角から垂直に設定する場合は、DAC ポイントを削除するか、一旦初期化してから

設定する必要が有ります。レベル 2 で RB-42DAC 線作成時が該当します。 
4. 機能設定値の変更中は、右ロータリーノブは微調整モードとして作動し、F3、F4 キーは粗調整ボタンと

して作動します。 
5. 初期化直後は DUAL がオンになってしまうので必ずオフに設定を変更する必要があります 

（うっかり忘れないで！） 
実技試験では USM36 は初期化され、初期化直後の画面から試験が開始される。初期化は、 

 
キーを押しながら 電源投入し、 キーは 

INSTRUMENT RESET LAST SETUP IGNORED 
と最下段に表示されるまで 8 秒間ほど保持。 
 
表示言語：英語 
測定範囲：100mm 
音速  ：5920m/s 
ゲイン ：30.0dB 

初期表示は黒地に緑文字色です 

 

試験練習以外では初期化せず、次次ページの項目 2

からスタートします！ 

 
初期化後、最初に画面表示を日本語表示・屋外色表示に機能設定値を変更します 

2 2 3

4 5 6 7
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1.3 設定モード 設定 1(CONFIG1)機能グループ（言語・表示色）の設定変更 

 

 

ホームキーを長押し基本設定画面を

表示。初期表示は黒字に緑文字色 

 

カーソル位置の左右移動は、左ロータリーノブ

または 。上下方向の移動は、

右ロータリーノブまたは 。 

 

CONFIG1 機能グループ---- REGIONAL 
LANGUAGE 機能 

左ロータリーノブを反時計方向に 9 回クリ

ック。（ キー9 回押しでも同じ動作） 

 
CONFIG1 の LANGUAGE 機能項目までカ

ーソルを移動 

選択キーを押し ENGLISH 機能を選択 

 

設定 1 機能グループ—-地域設定 
言語機能 

 
右ロータリーノブを反時計方向に 3 回クリ

ックして日本語表示に変更 
 

日本語に変更後、 選択キーを押して確定

します 

 

設定 1 機能グループ—-表示 
画面カラー選択機能 

 
同様に、表示--画面カラー選択を（白/黒）

に変更（必須ではない） 

選択キーを押して表示色を確定 

 
ここまでが最初の第一歩 
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1.4 設定モード 評価設定機能グループの変更 （NDI 実技試験のための基本設定） 
設定メニューには、最下行にファイル、評価設定、設定 1、設定 2・・・等のブロックがありますが、

ブロックをダイレクトに選択できず、カーソルを一つずつ移動するしかありません。カーソル横方向移

動には左ロータリーノブもしくは、 機能選択キーを使用し、縦方向に移動するには右ロ

ータリーノブもしくは 機能選択キーを使用します。 

 

評価設定機能グループ----評価モード 

 

評価モードの初期値は基準 dB。このま

までは LMH 線を作成不能。JIS DAC
に変更。 
測定値 4 は初期値が RA（斜角探触子

前面からの y 距離表示）。これは実務

では便利だが実技試験時は素直に YA
（入射点からの y 距離）とすべき。 
拡大表示は見やすいが個人の好みで 

 

設定 2 機能グループ----G モード 1 

 
B ゲートは試験時には使用しませんの

で、オフにして表示を消した方が見や

すい。 
 
（必須ではありません） 

 

設定 3 機能グループ----設定 2、3 
 
設定 2 の機能キー1 が dB ステップな

のを確認。機能キー2 及び 4 には拡大

ゲート、探傷条件呼出しが初期値機能

だが実技試験では混乱しないために機

能キー1 以外を「なし」に変更しても

良い 
 
F#KEY は機能キー動作に変更。そう

しないと F1 キー が dB ステッ

プとして機能しないので大変 

設定メニューの変更が終われば ホームキーを長押し探傷メニュー（通常画面）に戻ります。 

＊測定値表示内容・位置、および機能キー割り当て例は JSNDI 実技試験時のミニマム例です。お仕事の場合
などとは前提が異なります。実務でご使用の場合は機能キー4 に探傷条件呼び出しを割り当てるなど、検査内
容に便利なように自分流に設定します。 

機能キー1 は、 
dB ステップが重要 

「機能キー動作」に 
必ず変更！ 

忘れやすいので注意！ 
忘れたら 

DAC 線が描けない 
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2. 探傷モードでの機能変更手順（垂直探傷用事前仮設定、レベル 1・2 共通） 
垂直探傷用初期設定を続けます。USM35JE（G タイプ探傷器）と異なり若干煩雑で要注意です。 

① 右ロータリーノブで目的の機能グループ（測定範囲、パルサ、レシーバー、JIS DAC、校正、

A ゲート、B ゲート）を選択 

② 選択キー を押す 

③ 右ロータリーノブで目的の機能（測定範囲、探触子ディレイ、音速など）を選択 

④ 選択機能と設定値がハイライト表示 

⑤ 右ロータリーノブまたは矢印キー  で設定値・数値を変更 

⑥ 変更内容を確定するために再度選択キー を押す 

⑦ ホームキー を押して機能グループに戻り、右ロータリーノブで次の機能グループを

選択し、順次設定を行います 
 

上記手順で探傷モードで機能設定値を下表のように左から右へ順次変更します（垂直探傷用設定） 

測定範囲 パルサ レシーバー JIS DAC 校正 A ゲート 

＊測定範囲 
125.00mm 

パルス電圧 
HIGH 

周波数 
5 MHz 

A ゲートスタート 

12.5 mm 
 

A ゲートスタート 

12.50 mm 
A ゲートスタート 

12.50 mm 

探触子ディレイ 
0.000 us 

パルスエネルギー 

LOW 
検波 

全波 
 

AUTO80 校正値 1 
25.00 mm 

A ゲート幅 
50.00 mm 

＊音速 

5900m/s 
カスタム 

ダンピング 
50 OHM 

 

DUAL 
オフ 

記録 
0 ポイント 

 

校正値 2 
50.00 mm 

A ゲートしきい値 
10% 

表示ディレイ 
0.00 mm 

PRF モード 
自動-低 
400 Hz 

リジェクト 
0% 

完了 
（曲線なし） 

記録 
オフ 

TOF モード 
J しきい値 

（フランクでも可） 
★ レシーバーの DUAL をオフにしないとエコーが出ません。★ TOF モードはフランクでも可です

★ しかし、J フランクは絶対に選んではダメ。Auto 80 が誤動作することがありパニック！  
 
初期設定後、入射点測定（二点校正による音速・探触子ディレイ（0 点調整）の実施）を行います。 

 
  

忘れやすいので注意！ 
忘れたら、波形が出ない！

パニック必須！ 
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ホームキーを押して設定状態を終了し、次に校正機能グループを選択。 
2.1 二点校正による音速・探触子ディレイ（0 点調整）の実施（垂直・測定範囲 125mm） 
STB-A1 もしくは STB-N125mm 厚さ部分を使用して、USM36DAC 探傷器の時間軸校正を実施し、

音速とゼロ点を設定します。 
＊二点校正の全手順をなるべく省略せずに 1 ステップ 1 ステップ記述しています。斜角探傷時の時間

軸校正も基本的に同手順です。ただし、その場合はかなり省略した手順で記載しますので、不明箇所

があった場合は以下の垂直探傷時の設定手順を参考にして下さい。 
 

 

校正機能にカーソルを移動 

 

まだ機能を選択しておらずカーソルが最下行にある状

態で、右ロータリーノブで校正にカーソルを移動 

校正にカーソルがある状態で、選択キー をクリック 

 

校正機能 – 校正値 2 

 

一番上の A ゲートスタート機能が反転し選択状態に 

 

校正値 2 を 50mm に設定したい 

 

校正機能 – 校正値 2 

 

校正値2を 50mmに設定したいので右ロータリーノブで

校正値 2 を選択 

 

 

 

事前設定終了後の画面 校正機能グループを選択 

  

F の表示を確認 
F #KEY が機能キー動作

の場合 F と表示 
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校正機能 – 校正値 2 

現在の値 100.00mmを 50.00mmに変更したいので選択

キー をクリックして 100.00mm を選択状態に 

 

 

校正値 2 を 50mm に設定 

右ロータリーノブで微調整していくかまたは キー

で疎調整し 50.00mm に設定 

確定キーを押して校正値 2 の設定を確定する（校

正値 2 にカーソルは残る）か、ホームキー を

押してサブ機能の非選択状態に 

 

 
STB-N1 または A1 で 25mm 多重エコーを画面に表示 
 
測定範囲125mm、音速5900m/s、Pディレイ0.000μs
であれば 25mm の多重エコーが表示される。 
B1（25mm）と B2（50mm）で USM36 の校正機能を実

行し、ゼロ点と音速を設定する。 

  

 

校正の開始  dB ステップは 1dB 程度に 

 
探触子を STB（油塗布）にあて 25mm 多重エコー 
 

キーにdBステップを割り当ててあるので2回

押して dB ステップを 0.2 から 1.0 に変更。 

 

エコー高さ約 80％ 

 
A ゲート（緑色線）上に B1 エコーがあることを確

認し、左ロータリーノブでエコー高さが約 80％にな

るようにゲインを調整 
（フランクや J しきい値等のゲートではビーム路程

検出の精度をあげるためにはエコー高さをほぼ同じ

に揃える必要がある） 

STB-N1
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記録機能にカーソルを移動し記録 

選択キーを押すと＊A ゲートスタートにカーソル

が出現するので、右ロータリーノブで記録に移動 
 

選択キーを押し校正値 1 エコーを記録 
（＊記録時は探触子をしっかりと保持） 

 

校正値 1 エコーの記録 

 
記録機能部の表示が、オフ→校正値 1 エコー？に変

化する。 
 
校正値 1 の値が 25.00mm であり、かつエコーがゲ

ート A 上にあることを確認して 選択キーを押す 

 

 

校正値 2 エコーの記録 

 
校正値 1 が記録されると、記録機能の表示部は校正

値 2 エコー？に変化し、カーソルは＊A ゲートスタ

ートに移動する 
 
B2 にゲートをかけ、エコー高さを約 80％に調整す

る必要がある 

 

A ゲートを B2 に移動 

選択キーを押し、B2 エコーを選択できるように

設定値を選択 

 

A ゲートスタートを確定 

 

右ロータリーノブまたは矢印キー  で

A ゲートスタートの設定値を 40mm 程度に変更 

 

選択キーを押し A ゲートスタートの設定を確定 
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A ゲートスタートが確定し、機能が選択できるよう

になる 
 
右ロータリーノブで A ゲートスタートから記録にカー

ソルを移動 

 

記録にカーソルを移動 

 
 
 

 

ゲートとエコー高さの再確認と記録 

 
A ゲートを超える最初のエコーか 
エコー高さを約 80％に調整できているか 
 

選択キーを押し校正値 2 エコーを記録 
（＊記録時は探触子をしっかりと保持） 

 

校正の完了 

 
校正が完了すると、記録機能表示は校正値 2？から 
オフに変化し、画面最上行の WA/表示も 50mm に変

化する（＊探触子の保持状態等により 1/100 表示数

値の若干の±はある） 

ホームキー を押して校正機能から復帰 

 

基本画面で「ゼロ点の値」、「音速値」を確認し記録 

校正機能を終了し、ホームキー を押すと、探

傷基本画面表示（測定範囲）が表示される 
 
試験答案用紙の「ゼロ点の値」は探触子ディレイ、 
また、「音速値」は音速であり、試験の記録項目。 
ゼロ点：0.1～0.4µs 程度、音速：5900±40m/s 程度

でない場合は再度校正を実施したほうがよい 
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探傷課題に適したゲート位置に設定 

 
垂直探傷の課題： 
Level1：研磨肌の 110mmH 角柱、22～25mmt 平板

Level2：ショット肌の 25mm 平板 
試験課題に適したAゲートのスタート及び幅を設定 
左図は Level1 の 110mmH 角柱の場合の一例 
（探傷途中に波形を見ながら設定しても当然良い） 

3. 斜角測定範囲（ゼロ点、音速、屈折角）の校正・測定（レベル 1・2 共通） 
 
探傷メニューの機能設定値を垂直探傷用から斜角探傷用に 6 か所を変更します 

測定範囲 パルサ レシーバー JIS DAC 校正 A ゲート 

＊測定範囲 
250.00mm 

パルス電圧 
HIGH 

周波数 
5 MHz 

A ゲートスタート 

12.5 mm 
 

A ゲートスタート 

12.50 mm 
A ゲートスタート 

75.00 mm 

探触子ディレ

イ 
0.000 us 

パルスエネルギー 

LOW 
検波 

全波 
 

AUTO80 校正値 1 
100.00 mm 

A ゲート幅 
75.00 mm 

＊音速 

3230m/s 
カスタム 

ダンピング 
50 OHM 

 

DUAL 
オフ 

記録 
0 ポイント 

 

校正値 2 
200.00 mm 

A ゲートしきい値 
10% 

表示ディレイ 
0.00 mm 

PRF モード 
自動-低 
400 Hz 

リジェクト 
0% 

完了 
（曲線なし） 

記録 
オフ 

TOF モード 
J しきい値 

（フランクでも可） 
★TOF モードとして J フランク を選んではなりません。トラブルのもとです。一種のバグ。 
★レシーバーの DUAL は垂直探傷時にオフにしているはずですがもう一度確認 

 
 
 
斜角探傷用に設定する 6 か所の変更点 
＊JSNDI 実技では STB-A1 を使用し、100mm と 200mm の二点校正で時間軸校正 
＊鉄骨超音波実技の場合は STB-A3 なので 50mmto100mm の二点校正 
 

 

垂直探傷終了時 
このままではSTB-A1 を使用した斜角 2 点調整がで

きません。以下の仮設定が必要 
①測定範囲 250mm に仮設定 
②音速を横波音速 3200m/s 近辺に仮設定 
③校正値 1 を 100.00mm に設定 
④校正値 2 を 200.00mm に設定 
⑤A ゲートスタートを 75.00mm に仮設定 
⑥A ゲート幅を 75.00mm に仮設定 

斜角探傷用に 
設定変更する必要 
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①測定範囲、②音速の仮設定 

 
STBA-1 の多重エコー100mm、200mm で校正する

ためカバー出来る様に測定範囲を 250mm、また音

速は縦波から横波の代表値3230m/sに近い音速に仮

設定 
値は右ロータリーノブで微小設定するかあるいは

左右矢印キーで粗設定できる 

 

 

探触子ディレイ（ゼロ点）は垂直探傷時 0.1～0.4μs 程

度の値に調整されているが、0.00μs にもどす必要はな

い。よほどおかしな値でなければそのまま 

表示ディレイは 0.00mm を確認    

設定を終了し最下行にカーソルを戻すにはホームキー

をクリック （以後この記述を省略することがあります） 

 

 

③校正値 1、.④.校正値 2 

右ロータリーノブで校正機能に移動し 選択キー 
 （以後この記述を省略することがあります） 

 
STBA-1 の多重エコー100mm、200mm で 2 点校正

するため、校正値をあらかじめ入力しておく 
校正値 1：100.00mm、校正値 2：200.00mm 
この値は で粗設定できる 

  

 

⑤A ゲートスタート、②A ゲート幅 
 
斜角探触子では調整前のエコーは10数mmずれる。
100mm エコーはビーム路程 110 前後に出現する。 
A ゲートスタート：75.00mm（ぐらい） 
A ゲート幅：75.00mm（ぐらい） 
TOF モードは J しきい値、またはフランク。 
注意： J フランクだと試験に落ちる可能性が高い 

ホームキー で A ゲート機能から抜ける 
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垂直探傷終了時 
このままではSTB-A1 を使用した斜角 2 点調整がで

きません。以下の仮設定が必要 
①測定範囲 250mm に仮設定 
②音速を横波音速 3200m/s 近辺に仮設定 
③校正値 1 を 100.00mm に設定 
④校正値 2 を 200.00mm に設定 
⑤A ゲートスタートを 75.00mm に仮設定 
⑥A ゲート幅を 75.00mm に仮設定 

 

①測定範囲、②音速の仮設定 

 
STBA-1 の多重エコー100mm、200mm で校正する

ためカバー出来る様に測定範囲を 250mm、また音

速は縦波から横波の代表値3230m/sに近い音速に仮

設定 
値は右ロータリーノブで微小設定するかあるいは

左右矢印キーで粗設定できる 

 

 

探触子ディレイ（ゼロ点）は垂直探傷時 0.1～0.4μs 程

度の値に調整されているが、0.00μs にもどす必要はな

い。よほどおかしな値でなければそのまま 

表示ディレイは 0.00mm を確認    

設定を終了し最下行にカーソルを戻すにはホームキー

をクリック （以後この記述を省略することがあります） 

 

 

③校正値 1、.④.校正値 2 

右ロータリーノブで校正機能に移動し 選択キー 
 （以後この記述を省略することがあります） 

 
STBA-1 の多重エコー100mm、200mm で 2 点校正

するため、校正値をあらかじめ入力しておく 
校正値 1：100.00mm、校正値 2：200.00mm 
この値は で粗設定できる 

  

斜角探傷用に 
設定変更する必要 
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⑤A ゲートスタート、②A ゲート幅 
 
斜角探触子では調整前のエコーは10数mmずれる。
100mm エコーはビーム路程 110 前後に出現する。 
A ゲートスタート：75.00mm（ぐらい） 
A ゲート幅：75.00mm（ぐらい） 
TOF モードは J しきい値、またはフランク。 
注意： J フランクだと試験に落ちる可能性が高い 

ホームキー で A ゲート機能から抜ける 

 
 

4. 斜角探傷・二点校正で音速・探触子ディレイ（0 点調整）の実施 レベル 1・2 共通 
5.1 入射点 
下図位置で斜角探触子を前後走査しピークエコーを検出し固定する 
入射点を読み、校正値 1 と校正値 2 を順次記録するまで動かさず固定できることも技能試験の課題 
 

 

昔々、音速を 3230m/s に固定した状態で
100R エコーのゼロ点だけ調整する方法が
とられていた時代もありましたが、現在の
実技試験では減点対象です。STB-A1 の
100R の 100mm、200mm の多重エコーで
二点校正を実施して、ゼロ点調整値と音速
を求める方式にあらためられました。 
また、ゼロ点の値と音速値は答案用紙へ
の記録が要求されます。 

 
  

34°40°50°60°

100mm 多重エコー
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4.1 入射点の読み取り 

 

校正機能 R100 エコーピーク検出 

 
右ロータリーノブで校正機能に移動し 
斜角探触子を前後走査し R100mm エコーのピーク

位置を検出し、固定保持。入射点を読み取ります 
 
*左図の緑色のエコー包絡線は MA 表示によるもので説明の

ため MA 機能をオンとしています 

 

入射点の読み取り位置 

 

STB-A1 スリットの左角から立ちあがった探触子の目盛

を読み取る 
読取の分解能は、0.1mm 単位、0.2mm、0.5mm 単位

などがあるが、最低でも 0.5mm 単位では読み取る 
 
入射点は記録項目 

 
4.2 測定範囲の調整（ゼロ点、音速の校正） 

 

校正機能 記録にカーソル移動 

選択キークリックですべての校正機能グループ

画面を表示、もう一度 選択キークリックしカーソ

ルを表示させ、右ロータリーノブで記録に移動 
 
エコー高さが約 80％になるようにゲイン調整 

 

校正機能 校正値 1 の記録 

 
エコー高さ 80％、カーソルが記録にあることを確認

して 確定キーをクリック 
【校正値 1 エコー ？】と確認が表示される 

再度 確定キーをクリックして校正値 1 を記録 

STB-A1

2010

10.5mm
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校正値 2 エコー？の表示 
 
校正値 1 が記録されると、記録機能部の表示は【校

正値 2 エコー ？】に変化し、カーソルは*A ゲート

スタート機能に移動している 
 
多重エコーR200 が表示され、そのエコー高さが約

80％前後になるようにゲインを調整 

 

校正値 2 エコーにゲートをかける 
 

選択キーをクリックしてR200エコーをカバーす

るように A ゲートスタートを右移動（ キーで

150mm に粗調整しても良い） 
 

 

 
 

選択キーをクリックして A ゲートスタート設定

を終了 

 

校正値 2 エコーを記録 
 
右ロータリーノブで記録機能にカーソルを移動 
 

確定キーをクリックして校正値 2 エコーを記録 

 

2 点校正の完了と一瞬の結果表示 

 
音速とゼロ点が調整され、エコーは左側にシフトし

て、ビーム路程も正しく表示されるようになる 
最下行に「校正完了,音速=3246m/s,探触子ディレイ

=8.058us」などと 2~3 秒間ほど表示される 
記録機能部の表示は【オフ】に戻る 
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ホーム画面に戻り確認 

ホームキー を 2回クリックして校正値記録画面か

ら抜け、基本の測定範囲の画面に戻る。 

ゼロ点（探触子ディレイ）と音速の値を再確認 

ディレイが 6～8μs、音速が 3240m/s 近辺であることを

確認 
大きく値が違えば失敗があったので再校正を実施 

4.3 STB 屈折角の測定 

 

 
STB-A1 の向きを 180°回転させ、

70°の目盛近辺に入射点を置き、前

後走査でφ50 穴からの反射ピークエ

コーを求め、STB 屈折角を読み取る 
 
エコーのピークを取りにくい場合は

MA 機能を併用する 
 

 

 
STB-A1 の 70°の目盛近辺に油を塗布し、探触子

の入射点を置き、前後走査でφ50 穴からの反射ピ

ーク位置で探触子を固定保持。STB 屈折角を読み

取る 
 
 

 

ゲートをかけてビーム路程に注目 

で A ゲートスタートを 50mm に 

ビーム路程 WA/=62.5mm の場合は屈折角 70°。 
ビーム路程が 62.5mm より小さければ屈折角も 70
度より小さな角度となり、大きければ 70 度よりも大

きな屈折角となる 
目視で読み取った屈折角と比較する 

 

屈折角の読み取り位置 

 

探触子の入射点の真下の角度目盛を読み取る 
最低でも 0.5°単位で読む 
 

左図の場合は 69.5°か 70.0° 
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4.4 屈折角の自動測定機能を利用する場合 
USM36 は STB-A1 を使用して屈折角を自動測定する機能が装備され、その測定結果も自動的に屈折角

に代入してくれる。この機能に十分に慣れていれば実技試験時にも使用する。もし不慣れであれば手順

などで混乱したりする可能性もあるので使用しない方が無難。 
 

 

校正機能 

ホームキー を 2 回クリックして A ゲート機能から

抜け、右ロータリーノブで校正を選択 
 
 

 

屈折角機能を選択 
 

選択キーをクリックし校正機能を展開 

 

 

屈折角機能を選択 
 
右ロータリーノブで屈折角にカーソルを移動 

選択キーをクリックして試験片機能にカーソル 

再度 選択キーをクリックして右ロータリーノブ

で STB-A1 60-76 を選択 
 

 

Φ50穴エコーの登録 

 

STB-A1 60-76を設定したら再度 確定キーで確定 
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記録機能にカーソル移動 
 
右ロータリーノブで記録機能を選択 
 

 

 

確定キーを一度クリックすると表示部はオンに

変更され記録可能状態に 

再度 確定キーをクリックしてエコーを記録 

 

 

屈折角自動測定の完了 
 
記録機能の表示はオフに戻る 
最下行に数秒間測定結果が表示 
校正完了,角度 = 69.9, K = 2.733  
（K の値は tan69.9 の値） 

ホームキー  

 

屈折角の自動測定結果の確認 
 
斜角設定機能にカーソルを移動すると屈折角が

USM36 に設定されていることが確認できる 
 
 

 

DAC 線（距離振幅特性曲線）作成の準備 
 
時間軸の校正が終了し、DAC 線作成を開始。 
Level2 では指定の測定範囲が 200mm であり、DAC
線も測定範囲 200mm で作成可能。 
Level1 では指定の測定範囲は 125mm だが 1.5S が

ぎりぎりになる。どちらも測定範囲 250mm のまま

作成したほうが無難と思われます 
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5. 斜角用距離振幅特性曲線（DAC 線）の作成 
5.1 レベル 1 DAC 線作成（STB-A2） 

STB-A2 のφ4 穴 0.5S、1.0S、1.5S の各エコーを順次ゲートにかかるようにして記録。測定範囲

250mm 又は 200mm の状態で作成し、DAC 完了後測定範囲を 125mm に戻す。 

 

 

DAC 線作成時はゲート幅を短く 
 
通常、DAC 線作成時はゲート幅を少し短くします。ター

ゲットの STB-A2 の φ4×4 穴エコーと近接した位置に

角エコーが出る場合があり、ゲート幅が不用意に長いと

角エコーをひっかけてしまい、DAC 線作成に失敗する

ことがあります。 
ゲート幅は最大でも 40mm 程度かと・・・ 
 

 

JISDAC 機能グループ 

右ロータリーノブで校正にカーソルを移動し  

JIS DAC が赤色反転し、JISDAC 機能グループ（記録）

の表示 

もう一度 選択キーを押すと全ての JISDAC 機能

グループが表示され DAC 作成が可能となる 

 
1). DAC 1 ポイント目の記録 

 

 

DAC1 ポイント目（0.5S）検出 
 
0.5S エコー（W≒44 近辺）位置にゲートを移動 
W≒44mm をカバーするゲートスタート（30mm
近辺）を設定 
 

注意：最初に記録するエコーはエコー高さ 80％以

上 100％未満（試験の課題） 
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0.5S ピークを記録 

右ロータリーノブでカーソルを記録に移動し  

ゲートモードがピークに変更されましたとエラー表示 
測定値表示部の、WA/の表示が WA＾に変更されたの

を確認し、もう一度確定キー をクリックして記録を

実行 （まだ線は引かれない） 

 

0.5S 記録の完了 
 
1 ポイント目のエコーが記録されると、記録の表示

部は「1 ポイント」に変わり、カーソルは A ゲート

スタートに移動。 
2 ポイント目の 1.0S エコー（W≒88）をカバーす

る位置にゲートを移動させるためです 
 

 
2). DAC 2 ポイント目の記録 

 
 

 

1.0S ピーク検出 
 
W≒88mm をカバーするゲートスタートを（60mm
近辺）に 
記録機能にカーソルを移動。 
1.0S のピークが検出され、ゲートにかかっている

ことを確認し確定キー をクリック 

 

1.0S（2 ポイント目）記録の完了 
 
2 ポイント目のエコーが記録され表示部は「2 ポイ

ント」に変わり、カーソルは 1.5S エコー（W≒132）
位置にゲート変更のために A ゲートスタートに移動。 
DAC 線平行部と 2 ポイント目までの DAC 線が描

画される 

当初は 
WA/ （フランク系） 

DAC 記録中は 
WA^（ピーク） 
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3). DAC 3 ポイント目の記録 

 
 

 

1.5S ピーク検出 
 
W≒132mmをカバーするAゲートスタート（100mm
近辺）を設定 
 

 

1.5S のピークを検出し記録 
 

記録にカーソルを移動し、確定キー をクリック 

 

1.5S（3 ポイント目）記録の完了 
 
記録機能の表示は 3 ポイントに変化 
カーソルは4ポイント目のために＊Ａゲートスタート

に移動するが、測定範囲 125mm 用の DAC 線は 3
ポイントで終わり 
 
DAC 線作成の完了処理を始める 

 

DAC 線作成の完了処理 
USM36、USMGo+では DAC 線の記録完了の処理

が必要。（USM35X-DAC と異なる） 
 
DAC 線の状態を確認し、良ければ、完了機能を選

択し、確定キー で DAC 線確定 
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DAC 線作成の完了---基準探傷感度 
 
完了機能の表示：（保存済） 
DAC 線表示：L,M,H,H+6dB,H+12dB,H+18dB 
DAC ポイント入力中にゲインを調整していた場合

は W0.5S 入力時のゲインに復帰。（探傷基準感度） 
ゲートロジックがピークから元のモードに復帰 
（*古いバージョンだと自動復帰しない場合あり） 

 

基本画面に復帰 

前画面で ホームキーを 2 度押して

JIS DAC 機能グループの設定を終えます 
LMH（JISDAC）線作成は終了！ 
 

 

斜角探傷の準備 
 
測定範囲を Level1 課題の 125mm に戻す 
 
 

 

屈折角、板厚、入射点の設定 

 
屈折角、入射点が設定されていることの確認 
試験体の板厚が入力されていることの確認 
レベル 1 斜角は板厚 18mm のはずなので、 
W0.5S = 18÷cos70°≒ 52.6mm 
（一回反射または直射かの判断基準のビーム路程） 

 
探傷感度、入射点、音速、ゼロ点、屈折角などの必須項目が記録出来ているかどうか再確認 
 

  

WA/に戻っているか
要確認！ 

WA/、DA/、YA/を確認！ 



USM36 JSNDI 実技試験用設定手順  Page 23 / 39 
 STB-A1, STB-A21, STB-N1、RB-41、RB-42 
 UT レベル 1・2 対応 

 
 

信明ゼネラル 検索
〒105-0004 東京都港区新橋 6-12-6
Tel: 03-3578-1351 Fax: 03-3578-1354

5.2 レベル 2 DAC 線作成（RB41№2） 

 
＊ビーム路程順に①~⑥を記録していくと、ゲート位置の移動やゲインの調整などがなめらかに進

み、万が一間違ったエコーをとらえてもすぐにわかります。講習会によっては RB41 を裏返すことを

嫌って①②④⑥⑤③の順でエコーを記録することを薦める場合もあるようです。この手順だと途中に

ミスがあっても気づくのが最後になってしまうこともあり相当な注意が必要となる。ビーム路程順に

①～⑥を記録することを推奨します。 
 

1). DAC 1 ポイント目～6 ポイント目の入力  

 
RB41-№2-t25 の 1/10S エコーがゲート 1 にかかるようにゲート 1 起点を 10mm に調整します。 

①～⑥の各ポイントの屈折角 70°の場合のビーム路程概算値は完全に暗記が必要。 
 

 

ビーム路程 13.1mm に注目 

 
1 ポイント目のエコーは 5÷Cos70-1.5=13.12 
 
1 ポイント目のエコーがゲート内になるように予め

起点 7.5～10mm。幅 40mm 程度にゲート調整 

 

エコー高さ 80％以上、100％未満に 
 
エコー高さピークを求めつつ、高さが 80～100％に

なるようにゲイン調整 

RB-41 No.2　板厚 25mm RB-41 No.2

⑤ ③④ ②⑥①

③

13.1
　 mm 35mm

108mm181mm130mm
57mm

13.7mm

54.9mm

123mm
34.3mm

　103mm171.7mm
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JIS DAC 機能を選択 
 
右ロータリーノブで最下行のカーソルを JIS DAC

に移動し選択キー  

 
 
 
 

 

 
 

JIS DAC 機能が表示されるので、再度選択キー  

 
 
 

 

DAC エコー記録の準備 
 
*A ゲートスタート機能が選択される 
右ロータリーノブで記録機能の位置まで移動 
以下を確認 
ビーム路程 WA/が 13~16mm 
エコー高さ 80％以上 100%未満（90％強が良） 
エコーがちゃんとゲートゲート内にある 

 

DAC ポイント 1 を記録 

確定キー をクリックすると画面下部に、 

ゲートモードがピークに変更されましたとエラー表示 
測定値表示部の、WA/の表示が WA^に変更されたこと

を確認 

再度、確定キー をクリックして記録を実行  

 

DAC ポイント 1 が記録される 
 
記録されると、記録機能欄は 1 ポイントと表示 
カーソルは A ゲートスタートに移動 
完了機能部表示は（曲線なし）から（記録中）に 
 
DAC ポイント 2（35mm）をカバーするように A
ゲートスタートを 20mm に設定 

近距離音場長内ためか
大抵の場合ビーム路程
は 13mm より大きい 
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2). DAC2 ポイント目の記録 

 
 

 

ビーム路程 35mm に注目 

 
記録機能を選択 
DAC]ポイント 2 はビーム路程 35mm 近辺に現れる

のでピーク位置を探す。エコー高さが小さい場合は

ピークを取りにくいので適切に感度を上げる 

第 2 ポイントを確定キー で記録 

 

DAC2 ポイントが記録される 
 
 
記録されると、記録機能欄は 2 ポイントに変化 
カーソルは A ゲートスタートに移動 
 
 
 

 
3). DAC3 ポイント目の記録 

 
 

 

ゲート位置の移動 
 
DAC ポイント 3（57mm）をカバーするように A
ゲートスタートを 40mm に設定 
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ビーム路程 57mm に注目 
 
DAC ポイント 3 はビーム路程 57mm 近辺に現れる

のでピーク位置を探す。 
 
右ロータリーノブで記録機能を選択 

第 3 ポイントを確定キー で記録 

 

DAC3 ポイントが記録される 
 
記録されると、DAC 線が結ばれ記録機能欄は 3 ポ

イントに変化 
カーソルは A ゲートスタートに移動 
 
4 ポイント目はビーム路程 108mm なのでゲート起

点を 75mm 程度にする 
 

4). DAC4 ポイント目の記録 

 

 

ビーム路程 108mm に注目 
 
DAC ポイント 4 はビーム路程 108mm 近辺に出現 
ピーク位置を探す。 
 
左図ではゲインを 18dB 高めている。そうしないと

エコーのピークを探しにくい。 
 

 

 
 
右ロータリーノブで記録機能を選択 

第 4 ポイントを確定キー で記録 
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記録されると、DAC 線が結ばれ、記録機能欄は 4
ポイントに変化 
カーソルは A ゲートスタートに移動 
 
5 ポイント目はビーム路程 130mm の予定なのでゲ

ート起点を 100 か 125mm 程度にする 
 

5). DAC5 ポイント目の記録 

 

 

ビーム路程 130mm に注目 
 
DAC ポイント 5 はビーム路程 130mm 近辺に出現 
ピーク位置を探す。 
 
 
 
 

 

 
 
右ロータリーノブで記録機能を選択 

第 5 ポイントを確定キー で記録 

 

 
 
記録されると、DAC 線が結ばれ、記録機能欄は 5
ポイントに変化 
カーソルは A ゲートスタートに移動 
 
6 ポイント目はビーム路程 181mm の予定なのでゲ

ート起点を 150mm 程度にする 
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6). DAC6 ポイント目の記録 

 

 

ビーム路程 181mm に注目 
 
DAC ポイント 6 はビーム路程 181mm 近辺に出現 
ピーク位置を探す。エコー高さはだいぶ低くなるの

で感度を上げる 
 

＊屈折角の影響もあると思われるがエコーは予想より 10mm 以上短

い距離に出現する場合がある。MA 機能を併用して精度を上げる。 

 

 
右ロータリーノブで記録機能を選択 
 
 
 
エコーの高さが低すぎてピークに確信が持てない場

合は 6dB 程度以上感度を上げてピークを探す 

     

 

 
 
＊見つけにくいエコー： 横穴から Y 距離で 181mm の位置

に探触子入射点を置き、静かに左方向に探触子を 15mm ほ

ど移動中に最初に現れるエコーが目的のエコー 

第 6 ポイントを確定キー で記録 
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記録されると、DAC 線が結ばれ、記録機能欄は 6
ポイントに変化 
 
カーソルは A ゲートスタートに移動するが 6 ポイ

ントの記録が終わったので、右ロータリーノブで完

了を選択する。この時点では（記録中）の表示 
 

 

確定キー をクリックして記録を終了 

表示は（記録中）から（保存済）に変化し、 

感度は第 1 ポイント記録時の感度に戻る 
ビーム路程は WA^から WA/に戻る 
DAC 線 6 本が描画され L 線が太く表示される 
 
 

 

 

前画面で ホームキーを 2 度押して JIS 

DAC 機能グループの設定を終えます 
 
 

 

測定範囲を 200mm に設定 
 
これは試験課題 
 
 
 

 

校正—斜角条件 
 
メモしてあった屈折角、入射点を入力 
＊入射点の入力は RA 表示をさせる場合は必須だが実技試験時では

RA 表示ではなく YA 表示が一般的 
 
板厚は T 継手の板厚、25mm に設定 

ホームキー 



USM36 JSNDI 実技試験用設定手順  Page 30 / 39 
 STB-A1, STB-A21, STB-N1、RB-41、RB-42 
 UT レベル 1・2 対応 

 
 

信明ゼネラル 検索
〒105-0004 東京都港区新橋 6-12-6
Tel: 03-3578-1351 Fax: 03-3578-1354

 

 
 
画面左側の機能選択のカーソルが消える 
 

再度 ホームキーをクリック 

 

 

基本画面 
 
25mm 板厚の溶接部探傷に都合の良いようにゲー

トを設定していきます 
 
 

5.3 レベル 2 曲率試験体用 DAC 線作成（RB42-R300） 
RB42 試験片 

 
曲率半径 300mm、板厚 19mm であり、φ3mm の横穴が加工された試験体。断面だけ見れば RB41

と肉厚が異なるだけであるが、曲率があり、探触子を軸方向に正確に保持したまま走査する必要があ

り、3 ポイントを正確にとるには熟練が必要。 
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新しい DAC 線の準備 
 
左図は T 継手探傷終了時の画面 
このままでは新しい DAC 線の作成が出来ない 
以下が必要 
 
① A ゲート幅を短くする 
② 現在の DAC 線を削除する 

 

A ゲート幅を 40mm 程度に短く 
 
 
 

 
1). まず A ゲート幅を短くしておく 
★DAC 線作成時の注意（Levle1・2 共通） 
DAC機能に入る前に必ずAゲート幅を40mm程度以下に短くする。Level2のRB41及びRB42DAC
作成時にはゲート幅が長すぎると本来の横穴エコーの後ろ側のコーナーからのエコーを誤認識して

しまう場合があります。Level1 ではある程度長くても大丈夫だが DAC 作成時の作法としてゲート

幅を短く設定。やってみればわかるが R タイプ探傷器（UI-XX 等）の場合はとてつもなく悲惨な結

果となる。 
 

2). RB41DAC 線の削除 
曲面溶接部探傷のために RB42 対比試験片で距離振幅特性曲線の作成が必要となりますが、古い

DAC 線が有効な状態では、新規の DAC 線作成を受け付けません。これは Krautkramer 超音波探傷

器に特有な仕様です。新規の DAC 線作成のためには、まず、古い DAC 線を削除します。 
 

 

T 継手探傷探傷用 RB41DAC 線の削除 

 
RB41 で作成した古い DAC 線を一度削除しないと

新しい DAC 線の作成は開始できない。これは

Krautkramer 探傷器に共通する固有の仕様 
右ロータリーノブで JIS DAC 機能を選択 

選択・確定キー  

古いDAC線を削除しないと
新規DAC線は作成できない 
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JIS DAC 機能グループを開く  

 
 
 
 
 
右ロータリーノブで設定機能グループを選択 

 

 

JIS DAC --- 設定  
 
 
 
 

 

選択・確定キー をクリック 

 

JIS DAC---設定---JIS DAC 
 
カーソルが JIS DAC 機能位置に表示される 

 

JIS DAC---設定---DAC/TCG 曲線削除 
 
 

 

 

右ロータリーノブで DAC/TCG 曲線削除機能を選択 

 

 

JIS DAC---設定---DAC/TCG 曲線削除---実行 
 

選択・確定キー クリック。DAC 線は削除されず、 
曲線の削除は、選択キーを長押ししますとのメッセ

ージが表示される 

削除を実行するためには選択・確定キー を長押し 
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JIS DAC---設定---DAC/TCG 曲線削除---完了 
 
DAC/TCG 曲線削除機能表示部：（曲線なし）に変化 

DAC 線も消えて新規の DAC 線作成が可能に 

 

ホームキーで JIS DAC---設定を抜ける 

 

 

 

 
 
 
       

 

右ロータリーノブで記録機能を選択 
 

 
  



USM36 JSNDI 実技試験用設定手順  Page 34 / 39 
 STB-A1, STB-A21, STB-N1、RB-41、RB-42 
 UT レベル 1・2 対応 

 
 

信明ゼネラル 検索
〒105-0004 東京都港区新橋 6-12-6
Tel: 03-3578-1351 Fax: 03-3578-1354

3). DAC1 ポイント目の記録 

 

 

A ゲートスタート：20mm 程度 
 
DAC の 1 ポイント目は、W＝26.3mm 
φ3mm 横穴は板厚 19mm の中央 9.5mm 深さ位置 
9.5÷cos70-1.5≒26.3mm なのでゲートのスタート

を 20mm 程度に設定 

確定キー クリックし数値（ゲート起点）を確定 

 

記録機能を選択 
 
右ロータリーノブで記録機能をハイライト 
 

 

ビーム路程 26.3mm に注目 
 
DAC ポイント 1 はビーム路程 26.3mm 近辺に出現 
ピーク位置を探す。 
 
 

 

DAC ポイント 1 を記録 
以下を確認 
ビーム路程 WA/が 26.3mm 近辺 
エコー高さ 80％以上 100%未満（90％強が良） 
＊探触子が動きエー高さが低い時は再度ピークを取り直す 

エコーがちゃんとゲートゲート内にある 

第 1 ポイントを確定キー で記録 

Φ3

10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 110 120 130 140 150
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ゲートモードがピークに変更されましたとエラー表示 
 

USM36 は DAC 作成時はゲートモードをピークに設定

する必要があります（これは仕様です） 

 

測定値表示部の WA/の表示が WA^に変更されたのを

確認し、再度、確定キー をクリックして記録を実行  

 

DAC ポイント 1 が記録される 
 
記録されると、記録機能欄は 1 ポイントと表示 
カーソルは A ゲートスタートに移動 
 
 
DAC ポイント 2（81.8mm）をカバーするように A
ゲートスタートを 60mm に設定 

 
4). DAC2 ポイント目の記録 

 
 

 

DAC2 ポイント目を記録 
ゲート起点を 60mm にした後、ビーム路程 81mm
近辺のエコーのピークをとり 
 
右ロータリーノブで記録機能をハイライト 

第 2 ポイントを確定キー で記録 
第 2 ポイントまでの DAC 線が表示される 
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5). DAC3 ポイント目の記録 

 

 

ビーム路程 137.4mm に注目 
 
（ゲインを 12dB 以上高める） 
DAC ポイント 3 はビーム路程 137.4mm 近辺 
ピーク位置を探す。 
＊エコーは屈折角の影響もあり 130mm 近辺に出現

することも多い。MA 機能併用が望ましい。 
 

 

DAC3 ポイント目の記録 
 

第 3 ポイントを確定キー で記録 
第 3 ポイントまでの DAC 線が表示される 
 
DAC ポイントの記録が終わったので DAC 記録の

完了を行う 

 

完了機能を選択 
 
右ロータリーノブで完了機能を選択 

確定キー をクリック 

 
 

 

確定キー をクリックして RB42DAC 記録を終了 

表示は（記録中）から（保存済）に変化 

感度は第 1 ポイント記録時感度（探傷感度）に戻る 
ビーム路程は WA^から WA/に戻る 
DAC 線 6 本が描画され L 線が太く表示される 

で JIS DAC 機能グループを抜ける 
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基本画面（機能グループ選択画面） 
 
測定範囲 200mm、基準感度、WA/であり、測定値

表示も T 継手探傷時に設定済みなので探傷を開始

できる 
 
直射領域のきずは 19÷Cos70°= 55.6mm より手前

のビーム路程になるのでゲート起点を 15mm 程度

に設定する 
 
 

 

ゲート起点 15mm、幅 40mm 
 
ゲート幅は DAC 作成時のままの 40mm としてい

るが広げても良い 
 
TOF モードが J しきい値（もしくはフランク）で

あることを確認。（J フランクは適切ではない） 

 

基本画面 
 
基本画面は測定範囲、探触子ディレイ（ゼロ点）、

音速の確認には便利だが、USM36 探傷の場合、実

際の探傷は A ゲート機能グループで行った方が良

いと思われる（*個々人のスタイルの問題） 
 

 

6. 斜角探傷を実施するための準備 
 JISDAC を作成した直後は、ゲートのビーム路程読み取り方法（TOF）がピークになっています。

探触子ディレイ（ゼロ点）を校正した時のモード j しきい値（もしくはフランク）に戻す必要があり

ます。（絶対にｊフランクにしてはいけない！） 
 校正中に STB-A3 の R50 やφ8 貫通穴、STB-A21 のφ4FBH のピークエコーを正確にとらえるた

めに MA 機能を併用した場合は必要に応じて MA-オフに戻します。 
 ゲートの起点・幅については探傷課題によって調整する必要があります。 
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A ゲートのスタート・幅は課題に応じて設定します 
 
JIS DAC 記録完了時に TOF モード機能はピークか

ら最初に設定していたモードに復帰するはずです

が、バージョンにもよりますので必ず確認！ 
ピークから J しきい値かフランクに戻します。 
 

 

 
USM36 の J フランクは絶対に使用しません！ 
USM35 シリーズの J フランクとは異なります 
 
ご注意！USM36 及び USMGo(+)の J フランクは建

築鉄骨溶接部探傷には極めて不適切でトラブルの原

因になります。絶対に選択しません 

 

 
○○線+○dB を簡単に表示させるためにはエコー高

さは A%A から dBrA に変更した方が便利です。 
 
 

 

 
MA 表示は必要に応じてオフにします 
 
USM36 の MA 表示は高速であり、探傷実務に影響

を与えません。 キーを押すたびにリセット可

能ですので、オンにしておいた方が便利との意見も

あります 

 

 
dBrA 表示 
L 線を基準とした±dB が表示される 
 
M 線を基準とする場合は 6dB を引きます 
H 線を基準とする場合は 12dB を引きます 
したがって左図の場合は、 
dBrA=15.8dB ですので、H 線+3.8dB です 
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カラースキップ表示 
 
板厚を入力し、カラースキップをオンにすると、直

射、一回反射、1.5 回反射の各領域がカラー表示され

ます 
裏当金からの妨害エコー判別等には便利な場合があ

ります 

7. 垂直探傷のための設定 
斜角探傷の設定が行われ、JISDAC 線が作成されている場合には、音速や送受信等の機能設定が出来

ません。最初に JISDAC ポイントを削除する必要があります。JSNDI 実技は垂直から始まり斜角にな

るので垂直探傷のために DAC 線を削除することはない。しかし Level2 の場合は RB41 の DAC 線をこ

の方法で一度削除しないと RB42 の DAC 線が描き始められません。 
また、JSNDI ではなく鉄骨超音波の実技試験（新規）の場合は、斜角が先で最後に垂直となりますの

で以下の方法で削除してから音速等を設定します。 
＊ただし講習会などでは、「エルスラの溶け込み幅測定は、単にエコー高さの変化を見るだけなので」

として、DAC 線が描いてある斜角の設定状態のまま実施するように指導している場合もあるようです。 
 
 

JISDAC 機能グループを選択し、 決定キー

を押す。削除するには 決定キーを押し続けろ

との指示が出るので押し続ける 

 
DAC 曲線削除機能部が（保存済）から（曲線な

し）に変り、DAC 線が削除される。JISDAC 機能

の表示もオンからオフに変化する 
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